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小
飽
宇
生
を
通
じ
て
行
つ
に
石
狩
支
康
管
内

農
家
娯
楽
調
査

高

倉

新

長E

緒

雷

本
調
奈
は
小
間
良
彦
君
が
余
の
指
導
の
下
に
昭
和
十
二
年
農
由
宇
質
科
卒
業
報
文
と
し
て
行
っ
た
も
の
L

一
部
で
あ
る
。
準
備
と
経

験
の
不
足
か
ら
議
期
に
反
し
不
完
全
な
賠
だ
ら
け
で
あ
っ
た
が
、
此
種
の
調
査
が
、
北
海
道
に
於
て
は
勿
論
、
我
園
に
於
て
も
極
め

て
砂
い
一
惑
を
知
り
、
且
つ
は
石
狩
支
鹿
山
崎
臨
墜
を
始
め
、
調
益
に
御
解
答
御
援
助
を
賜
っ
た
各
小
昼
食
長
並
に
教
師
諸
士
、
共
他

の
方
々
の
御
輩
力
を
無
に
す
る
事
は
心
苦
し
い
の
で
、
許
さ
れ
る
限
り
を
ま
と
め
て
護
表
す
る
事
に
し
た
。
而
し
て
此
調
奈
に
賞
り

多
く
の
失
敗
と
遺
漏
b
L
経
験
し
た
が
、
よ
り
よ
き
も
の
を
生
む
た
め
に
、
そ
の
反
省
を
併
せ
加
ふ
る
事
に
し
た
。

又
此
護
衰
の
著
し
く
後
れ
た
の
は
、
此
調
査
が
卒
業
期
も
せ
ま
っ
た
昭
和
十
一
年
の
十
一
月
に
開
始
ぜ
ら
れ
、
解
答
迭
附
を
得
た

の
は
翌
年
一
月
宇
で

b
っ
た
た
め
、
集
計
に
遺
漏
が
多
か
っ
た
の
で
、
翌
年
農
事
賞
科
三
年
目
の
諸
君
及
び
飯
野
恒
治
君
を
持
し
て

集
計
を
し
直
し
た
に
よ
る
。
此
護
表
に
首
っ
て
同
君
等
の
御
協
力
を
感
謝
す
る
・
次
第
で
あ
る
。

一

調

査

の

方

法

調
議
白
方
法
は
、
費
用
と
時
聞
に
制
限
さ
れ
た
h

め
全
部
通
信
調
査
に
操
っ
た
。
農
家
各
戸
の
扶
況
を
な
る
べ
く
庚
く
知
る
た
め

小
事
生
を
語
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
鹿
管
内
農
家
娯
融
市
調
査

一
五
九



小
田
明
生
を
遜
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
娘
融
市
調
査

一
六

O

に
は
、
農
村
の
中
心
た
る
小
皐
校
を
濯
ぴ
、
是
に
質
問
山
田
M
K交
付
し
て
解
答
を
記
入
し
て
も
ら
ふ
事
と
し
た
。
正
確
な
る
解
答
を
得

る
た
め
に
は
、
質
問
の
要
旨
乞
了
解
し
、
是
に
臆
じ
た
解
答
を
な
し
得
る
能
力
の
あ
る
商
事
年
た
る
事
を
要
す
る
が
、
高
等
科
以
上

で
は
、
高
等
科
に
子
弟
を
入
率
せ
し
め
得
る
家
庭
、
即
ち
比
較
的
生
活
程
度
の
高
い
も
の
に
偏
る
が
た
め
に
、
義
務
教
育
の
最
高
墜

年
た
る
尋
常
科
第
六
風
十
年
在
選
ん
だ
。
而
も
尋
常
科
第
六
風
十
年
の
み
を
謹
ん
だ
の
は
、
同
一
家
庭
に
於
け
る
重
複
解
答
を
さ
け
た
か

っ
た
の
と
、
解
答
の
同
質
性
を
願
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
質
問
も
尋
常
科
第
六
民
十
年
生
の
解
答
し
得
る
様
友
程
度
に
止
ま
つ

(
但
し
回
答
は
諜
有
泊
り
に
は
行
か
や
、
上
手
稲
及
庚
島
東
部
は
高
等
科
の
み
小
野
幌
に
尋
常
五
年
を
含
ん
で
回
答
さ
れ
た
。
〉

た。
小勝一
a

校
を
通
じ
て
の
調
夜
も
管
内
白
金
校
に
及
ぼ
す
事
は
出
来
友
か
っ
た
の
で
止
む
な
く
十
六
校
を
選
ん
だ
。
最
初
は
石
狩
支
臨

管
内
を
特
殊
の
地
方
に
直
別
し
、
そ
の
地
方
に
於
け
る
代
表
校
を
濯
び
、
各
地
方
差
配
見
ゃ
う
と
し
た
が
、
趨
首
な
観
献
を
握
る
事

が
出
来
・
な
か
っ
た
の
で
、
管
内
の
各
校
よ
り
一
一
校
宛
、
純
農
村
小
畢
校
と
思
は
れ
る
も
の
を
、
問
事
の
意
見
に
基
い
て
選
定
し
た
。

而
し
て
共
結
果
に
普
遍
性
を
興
へ
る
た
め
に
、
別
に
部
落
単
位
の
調
査
を
行
ひ
、
北
パ
皐
校
通
事
区
域
の
金
管
内
に
於
け
る
地
位
を
知

ら
う
と
し
、
是
又
支
臨
首
局
の
意
見
に
従
ひ
、
部
落
の
世
帯
情
に
通
守
る
語
営
危
人
を
選
ん
で
質
問
書
を
裂
し
た
。
然
し
乍
ら
前
者
は

蹟
益
村
を
除
く
十
五
校
全
部
よ
り
解
答
を
得
た
に
か
L

は
ら
や
、
後
者
は
戎
表
の
様
な
成
績
で
あ
っ
た
た
め
に
、
此
調
夜
を
金
管
内

の
事
情
に
ま
で
普
通
化
す
る
事
は
出
来
守
、
此
報
告
に
は
唯
参
考
と
す
る
に
止
め
た
。

前
者
の
調
脊
.
が
比
較
的
成
績
の
よ
か
っ
た
の
は
、
教
育
界
の
此
種
の
調
奈
に
深
い
理
解
が
あ
っ
た
た
め
と
、
山
崎
覗
壊
の
特
に
熱

心
な
斡
旋
の
結
周
到
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

未
解
答
の
所
も
貸
す
に
時
日
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
相
嘗
の
成
績
は
皐
げ
得
た
と
思
ふ
が
、
集
計
を
念
い
だ
た
め
に
打
切
る
の
止
む

な
き
に
至
。
た
。
然
し
墜
校
に
於
て
未
解
答
な
る
演
益
村
の
潰
東
等
常
小
製
校
は
管
内
で
も
特
殊
の
地
位
に
あ
り
、
且
つ
児
童
の
教

も
砂
い
た
め
、
結
果
に
は
大
き
な
差
が
・
な
か
っ
た
と
信
や
る
。

即
ち
各
小
製
校
よ
り
得
た
解
答
数
は
共
の
如
く
で
あ
っ
た
。



"" ^.白プ可"'" "盟三三=ユ- 町

江庚白豊藻手琴篠札 村
別島石21'-岩お似路腕

町村村町村村村村村
名

篠来 1}、箆八上新篠札

津部野舞重手琴路震
等霊

等院等別稲似等生存

尋常毒事常等専尋常二

常高常高常常常骨高 等 校
高高高高常
，j、毒事毒事号事等等等主宰高
ィ、小小小小小小ま

襲撃墜事拳尋差是義感祭 名
校校校校校校校校校

解

4宰

事Z一耳 三7<二d ーZーE事 ー9→匂 ー3-td ZCヨコ チ=三マ IZフヨ旬 三=三ェ 教

一一一一一一一7'司王'" IZ耳与三ニュー- cコ 村

演千恵厚新賞石

盆歳庭国籍別狩
名

計
村村村村村町町

苦言除松衆新車平主主

東淵溺宮 篠撃振
喜善

毒事毒事 津 JJg骨専
尋常常等等毒事常

常高高常常常 高 校
高高

小号事等小毒事等毒事

ょI、λ1、ィ、 /j、λI、
5主連基準拳 E鼻息高高 名
校校校校校校校

解

主主

4主国主3主
Cコ 一ーーー"プヨ喝Eさ hーEー・・ ヱ区コ司 ー区司- こEココ 設

個
人
別
質
問
書
の
解
答
成
績
は
弐
の
如
く
で
あ
っ
た
。

質

開j

先
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図
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三三陸
箆

合

技

術

員

護質|

質

才
旬
』
目ド

先

間
騨
)
…
凶

答

回

答

季子lrl
=<:) 1'-'<11 

計

以
上
の
如
き
成
績
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
者
は
そ
の
目
的
た
る
後
者
の
普
通
化
資
料
と
し
て
役
立
た
や
、
唯
前
者
の
集
計
の
参
考
た

る
に
止
っ
た
事
は
残
念
で
あ
っ
た
。

最
後
に
此
調
査
を
石
狩
支
臨
管
内
に
採
っ
た
の
は
、
此
管
内
は
札
幌
市
を
中
心
と
し
、
明
治
維
新
後
最
も
古
く
開
拓
さ
れ
た
地
帯

で
、
北
海
道
と
し
て
は
設
も
安
定
し
た
農
村
が
多
く
、
而
も
北
海
道
農
村
と
し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
居
る
の
で
北
海
道
白
サ
ン
プ
ル

と
し
て
採
用
す
る
の
に
最
も
便
利
と
考
へ
た
外
に
、
串
校
D
所
在
地
に
近
く
、
支
騨
に
も
色
々
な
便
宜
を
闘
っ
て
貰
ふ
事
の
出
来
る

小
堅
企
を
諮
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隊
管
内
農
家
挟
衆
調
査

一...... 
ノ、



小
間
申
生
を
諮
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
腐
管
内
農
家
銀
融
問
調
査

貫
益
が
あ
っ
た
に
も
依
る
。

，
択
に
各
小
畢
校
の
通
事
直
域
の
位
置
及
び
概
況
を
越
べ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
紫
雑
を
恐
れ
、
唯
そ
の
位
置
を
一
不
す
地
闘
を
掲
げ

る
に
止
め
る
。

品
申
町
判
帆
械
情
、
両
信
用

。

停

車

嶋

nuE保
温

-
八
回
畳
串
棺
開
在
地

ι
酬
明
地
百
曹
週
以
上

、
議
園
椅
柿
問
料
柿

地
方
特

<<~ 

m 



一一息一
夜
に
詮
附
し
て
児
童
に
記
入
を
求
め
た
質
問
票
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

調

項

自

査

一

、

住

既

ニ

、

宗

教

一
ニ
、
農
業
の
種
類

〈
各
〉
郡
(
義
)
村
門
町
)
大
字
(
#
〉
字
(
兼
)
〈
持
〉
小
周
平
佼
(

札
就
(
特
〉
宗
キ
リ
。
ス
ト
数
そ
の
他
ハ
例
、
天
理
教
な
ど
〉
(
接
〉

O

O

O

 

L
自

作

小

作

自

作

品

耶

小

作

。品肌

r

h
岡

牧

畜

{

牛

ハ

併

)

頭

)

f

馬
ハ
場
〉
頭
」

ハ
泡
入
例
・
・
:
:
略
之
)

四
、
食
君
の
家
で
新
聞
を
取
っ
て
蔚
り
ま
す
か
。

取
づ
て
居
れ
ば
そ
の
緩
類
(
特
〉

取
っ
て
国
情
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
讃
み
ま
す
か
〔
株
〉

五
、
賞
震
の
家
で
雑
誌
を
買
ヲ
て
居
り
ま
す
か
。

買
っ
て
居
れ
ば
そ
の
種
類
(
餐
)

。

。

。

月

極

月

遅

れ

時

々

(
頁
ヲ
て
ゐ
な
け
れ
ば
番
か
な
い
で
下
さ
い
d

六
、
貴
君
の
家
に
は
ど
ん
な
本
が
あ
り
ま
す
か
。
(
例
、
農
業
の
本
・
小
設
〉
ハ
長
〉

家
で
ど
の
位
本
を
買
ひ
ま
す
か
。
(
特
)

七
、
ラ
ヂ
オ
が
あ
り
ま
す
か
。

。

。

あ

れ

ば

そ

の

頼

獄

鎖

石

式

髭

空

管

式

無
い
が
ハ
脅
)
で
掬
き
ま
す
。

八
、
蓄
普
機
が
あ
り
ま
す
か
。

ど
ん
な
レ
コ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
か
。
ハ
例
、
浪
花
節
・
琵
琶
辱
あ
る
も
の
)

家
に
は
な
い
が
円
発
〉
の
所
に
あ
っ
ま
す
。

よ
丸
、
家
に
あ
る
遊
び
道
具
ハ
例
、
恭
怒
・
カ
ル
タ
・
ト
ラ
ン
プ
等
〉

ハ

長

)

(

株

)

小
皿
早
生
を
通
じ
て
行
ヲ
た
石
狩
支
隊
管
内
農
家
制
服
祭
調
査

。

品
百
)
祭
年
ハ
男
女
〉



小
凪
早
生
を
福
じ
て
行
っ
た
石
狩
交
際
管
内
農
家
燦
策
調
査

一
六
四

一
口
、
家
で
商
白
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

附
涯
の
人
'
々
が
家
に
集
っ
て
御
馳
走
を
た
べ
た
り
、
訟
を
し
た
り
す
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
か
、
あ
れ
ば
何
の
た
め
に
し
ま
す
か
。
(
普
〉

ご
、
お
正
月
と
お
盆
と
お
祭
と
ど
ち
ら
が
最
も
商
白
い
で
す
か
、
ど
ん
な
所
が
商
白
い
で
す
か
。

お

正

月

(

長

)

お

盆

(

義

的

)

お

祭

(

u

-

A

)

次
の
事
は
分
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
分
ら
な
か
っ
た
ら
お
家
の
方
に
聞
い
1

て
香
川
r

て
下
さ
い
1

0

コ
一
、
一
年
の
問
に

E
の
位
休
み
が
あ
り
ま
す
か
、
近
所
の
人
も
皆
休
む
事
が
あ
り
ま
す
か
、
何
で
休
み
ま
す
か
。

一
一
己
、
家
の
人
は
次
の
中
で
何
を
最
も
好
み
ま
す
か
、
ど
と
で
見
た
り
開
い
た
り
し
ま
す
か
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
寄
い
て
下
さ
い
。

映
歯
・
芝
居
・
盆
踊
り
・
流
行
欧
・
浪
花
節
・
民
謡
・
将
棋
・
恭
・
カ
ル
タ
・
ト
ラ
ン
プ
・
花
札
・
角
カ
・
剣
道
・
柔
道
・
野
球
・
卓
球
・

援
山
・
水
泳
・
射
鍛
・
運
動
曾
・
ラ
ヂ
オ
・
蓄
普
機
・
和
歌
・
俳
句
、
そ
の
外
何
で
も
書
い
て
下
さ
い
1

0

例
父
浪
花
節
ハ
劇
揚
・
レ
コ
ー
ド
〉

兄
創
滋
〈
阻
干
校
)
俳
句
ハ
先
生
の
家
)

一
回
、
家
で
沼
を
飲
む
人
は
設
で
す
か
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
そ
の
種
類
(
清
酒
・
濁
沼
等
〉

毎
日
飲
む
か
ど
う
か
、
ど
の
位
飲
む
か
書
い
て
下
さ
い
。
ハ
例
、
父
清
酒
、
時
身
、
五
勾
位
〉

家
で
額
草
を
喫
む
人
は
訟
で
す
か
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
其
積
類
(
パ
ッ
ト
・
は
管
崎
市
〉

ど
の
位
喫
む
か
惑
い
て
下
さ
い
。

一
五
、
娘
衆
の
た
め
に
他
鴎
に
行
く
事
が
あ
り
ま
す
か
。
〈
皆
で
行
〈
符
で
も
、
お
父
さ
ん
苧
お
母
さ
ん
や
兄
さ
ん
が
一
人
で
行
く
時
も
〉
又
他

の
部
落
ハ
村
)
か
ら
燥
地
捕
の
た
め
に
来
る
人
が
あ
り
ま
す
か
。

行
く
揚
A
M

一

来

る

場

合

何
の
銭
に

(

M

W

U

一

ハ

快

)

何

時

頃

ハ

特

ω

一

(

持

〉

設

か

(

ぷ

〉

一

(

脅

〉

年
に
何
回
位
〈

M

T

)

一

〈

発

)

O
印
は
不
用
な
環
を
消
し
、
解
答
の
部
に

O
を
附
け
る
。

備
9 
~ 

(
後
)
は
書
入
れ
る
。



詩
句
に
就
い
て
は
出
来
る
だ
け
注
意
し
、
内
容
も
研
究
し
、
向
ほ
教
師
諸
君
に
は
記
入
例
を
諮
っ
て
指
導
を
依
頼
し
た
が
、
理
解

の
出
来
な
か
っ
た
も
の
も
齢
く
な
く
、
不
満
足
な
解
答
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
田
正
も
再
調
濯
を
す
れ
ば
補
ひ
得
た
と
思
は
れ
る
が
、

念
い
だ
た
め
に
不
明
・
未
記
入
は
そ
D
ま
』
で
集
計
し
た
。

由一品

教

三宗
教
を
質
問
項
目
中
に
入
れ
た
の
は
、
宗
探
に
依
て
特
別
な
行
事
ハ
例
へ
ば
講
〉
が
あ
り
、
是
に
依
て
農
家
の
生
活
が
慰
め
ら
れ

彩
ら
れ
る
か
と
考
へ
た
の
で
る
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
充
分
な
結
果
を
得
る
事
が
出
来
・
な
か
っ
た
。

調
在
敏
三
七
三
の
内
無
記
入
、
従
っ
て
不
明
の
も
の
が
三
二
あ
り
、
差
引
三
四
一
中
、
伸
教
は
コ
一
三
一
、
共
他
一

O
は
天
理
教
・

神
道
・
基
督
教
で
あ
る
。
梯
教
の
内
宗
況
を
明
記
ぜ
ざ
る
も
の
が
三
一
る
る
が
、
明
記
し
た
も
の
L
み
を
採
れ
ば
、
総
数
三

O
O中

島
宗
は
最
も
多
く
一
九
四
、
即
ち
約
六
五
%
を
占
め
、
次
が
蹄
ん
一
市
の
五
七
、
約
二

oun、
滞
土
宗
の
二

O
、
約
六
，
%
、
真
言
宗
の
一

五
約
五
，
%
、
日
蓮
宗
の
一
一
一
一
、
約
四
%
と
な
っ
て
居
る
。

第

表

{示

教

ノ'- .邑ヂ守ヨ五区当 E主=エーー 町

民自盤渓手琴篠キL

村
局石卒岩稲似路幌

村村町村村村村村
名

長浄

一 一一一 宗土フ匂 ^ 2耳 Zヨ ヨ王ニ フ句 .$. 

面軍

=二^.0 四六回=ユ 宗

一E評
一一=八!穴 l

土
a耳三3ミ・

長

1 Iニー=一一
言
宗

』←ー晶一一

法
撃
，z，ま五. 

偽其

教他

宅二.e~ミ美三霊苫

教{部

計

天

|一一| 1-1 
理

孝士

語申

道

基

敬督

以働

不

=ユ主主ーーエユ去三王昆ニュー『 明

小
経
企
を
、
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
銀
融
市
調
査

一
六
五



小
問
車
生
を
諮
じ
て
行
っ
た
石
狩
交
際
管
内
農
家
相
開
策
調
査

一
..... 晴

ノ、

...... 
ノ、

一一一一一一
ヨヨ"'" 三三こユーー ζコ "'-

千葱 F革新食石 f工

計
篠

設庭問 別狩別
rl主

村村村村町町町

ZグヨU ヨ三 三三三三 -l:> ーlZ!3ヨ ZヨE玉EL FCコa 三三

君 II閏墨田六=

三 1-1 = 

五三 ! =ニ旦

三一= / - / 

三= /-/"'-

主正主 美一=四=ー』品̂~ -cコー- -ξ邑

1-1 

回|

|ー|

0- = 

三= / - / 

是
は
石
狩
支
臆
管
内
の
寺
院
教
と
比
較
す
る
時
略
々
同
様
の
傾
向
を
見
る
の
で
あ
る
。
即
ち

創寺

院
A
A
H
 

土

言

六六|市
天

A 
1:1 

a念，
=耳ミ

l 計

o 
-

是
よ
り
見
て
も
此
調
提
に
含
ま
れ
た
も
の
が
石
狩
金
管
内
の
扶
勢
と
飴
り
懸
隔
の
る
る
も
の
で
は
な
い
事
が
了
解
さ
れ
る
。

国農
業
経
替
の
規
模
は
農
家
経
済
の
大
小
と
略
々
一
致
し
、
従
っ
て
貧
富
別
娯
融
市
享
襲
度
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
自
小
作
別
、

水
田
畑
作
別
、
牛
馬
の
飼
育
頭
数
等
を
質
問
し
た
。
経
替
面
積
を
記
入
せ
し
む
る
事
は
、
児
童
に
と
っ
て
嫡
々
困
難
か
と
思
っ
た
の

と
、
飴
り
明
細
に
立
入
る
事
を
さ
け
た
い
と
思
っ
て
省
い
た
が
、
そ
の
省
略
は
目
的
の
た
め
に
致
命
的
で
.
唯
、
調
査
農
家
の
農
業

経
鵬
首
の
大
腫
を
知
り
得
る
に
止
ま
っ
た
。

。

山

自

小

作

別

農

業

経

曽

自
小
作
の
割
合
は
地
方
に
依
で
多
少
異
る
が
統
計
は
弐
表
の
如
く
で
る
る
。
ハ
第
二
表
参
照
〉



11、自

f下

計

/、
一一一一J一一一j

主主

I ~ 11m I 

自

11、

Z百

三豆|土

不

三|明

ぷ斗.. 

今
是
を
昭
和
十
一
年
末
石
狩
支
臨
金
管
内
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
、

割戸

自

t -Zごュ 、
フ匂 Zユ
・ー-・
ノ、""

一一

、
品
四
六

一一一一・九

六
、
O
Z回

旦
0
・
邑

一一、九九九
一
口
口

作

自

f1言

衆

11、

作

t1、

作

計

A 
u 

r、
各教

即
ち
調
主
は
石
狩
支
鹿
管
内
全
躍
よ
り
も
自
作
農
が
多
く
小
作
農
が
砂
い
。

向
ほ
田
作
の
み
の
農
家
は
篠
路
村
に
一

O
戸
、
排
華
別
に
二
戸
あ
る
の
み
で
る
り
、
他
は
悉
く
刷
。
み
若
く
は
田
畑
雨
作
で
る
る
。

更
に
新
琴
似
及
び
新
篠
津
に
は
水
岡
乞
行
ふ
も
の
な
く
、
小
野
幌
と
耕
一
華
別
は
水
田
を
耕
作
し
た
い
農
家
は
な
い
。
是
等
も
和
三
品
パ

地
方
の
特
徴
を
示
し
て
居
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

第
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表

自
小
作
別
並
耕
地
別
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塑深手琴篠札

村
~岩稲似路幌

町村村村村村
名

自

ヲ句ヲ匂区司 =昔プ守主主 作

|不肩
作

.s.-It.iZ'毒 F、〆司、 作奇書

d、

ーーー ー国.-ー‘= 作
Cコフ匂 ~ ・ー "" "" 

不

I $.  I !五一 明

者農

h. ，ノ-、 ~ヨコ ーノ-、 ~ニョ=ユ 計業

ー三フー匂、主主窪区主ヨ三 B区EgヨヨLE ニF3、ユ..ミ巨，ヨzユ， 三Cd正コ匂

ヨ，毛h ーdー匂 三ー三-フZ匂ヨ ーCーコ 由=時2 
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戸戸戸戸戸戸

農

I-'A回| 外

の伺

1-1弓 iみ作

の畑

一 一一一 み作ノ、 cコタマノ、ー・ 9亀4

雨悶

二八 王二~ E': 
作知

不

I I 回~ー 明

小
泉
生
を
渇
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隊
管
内
農
家
挟
策
調
査

一
六
七



小
血
中
生
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隊
管
内
農
家
娘
策
調
受

一
六
八

一一一一一一ヨ五区百三三.=e.-cコタ匂ノ、"""

千恵厚務官室石江民自

計
篠

設庭悶 別狩別島石
F世

村村村村町町町村村
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戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸

実 l | 四 l 穴 | 主主 l 

= 

ニ一三^四品|

Cプコマ 3匂 ニ三=三 eコ:; ~三匂 フ匂 A.=ュユ -町四4・・

三 I1 1-1 1-=昆

b. 

牛
馬
飼
育
頭
数

烏
を
有
す
る
も
の
は
コ
二

O
戸
、
五
八
五
顕
で
あ
る
。
是
を
調
査
農
家
組
数
よ
り
見
る
時
は
、
八
九
・
三
%
に
営
り
一
戸
平
均
了

八
九
頭
に
首
る
。
今
昭
和
十
一
年
末
石
狩
支
躍
の
総
数
を
見
れ
ば
全
農
家
戸
数
一
一
、
九
九
九
戸
中
島
田
を
有
す
る
も
の
九
、
四
九

O

戸
、
即
ち
七
九
・
一

dn
、
飼
育
頭
数
一
七
二
七
五
頭
で
、
一
戸
平
均
一
・
八
O
頭
で
あ
る
。
即
ち
調
寮
農
家
に
於
て
は
金
管
平
均
よ

り
も
馬
E
b
L
有
す
る
戸
数
は
多
く
、
平
均
飼
育
頭
数
も
梢
々
高
い
。

牛
馬
所
有
農
家

第

三

表
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E革手琴篠札

村

有牛

牛

馬

共

有

す

る

も

牛

馬

共

に

有
せ
ざ
る
も
の

露

両

の

み

有

す

る

も

の

み

す

る

も

のに

のを

のを

不

明

名

府 m似路腕

村村村村村

一一一

- A.コ-e -

一一三三3't. '"込 Cコ ー・・

囲内一旦 l

1
 
1
 

1
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穴

墜

卒

告

白

石

A

庭

向

九

江

別

一

口

石

狩

二

蛍

別

一
一
一
新
篠
津

一

丘

町

仲

間

一

回

慈

庭

一

五

千

歳計

民
家
総
設
に
翁
す
る
一

割

合

〈

M
F〉
一

村村村村町町町村村田I

ー= 一一一石 3ft.二占省担=旦 O 四一

0
・
穴 一一

六
一
品
・
閏

更
に
飼
育
頭
数
別
戸
数
を
金
支
臨
管
内
と
比
較
す
れ
ば
弐
の
如
く
に
な
る
。

翻貨劉
合

石
狩
支
隠
管
内

貿劉

主筆

f、

ぎ設
〆「

ぎ数

-

頭

有

す

る

も

富一!のを・三主
ごエ ，包

ニ

頭

有

す

る

も

昌一!のを
え宅

、
も
パ
昆
〔
}

一
占
・
九

一
一
一
|
四
頭

有

す

る

も

のを、
四
六
回
z・回 = cコーー三三

J 

.c 

メ、
ι， 

玉、一
Z
A

墨
田
・
回

三六昌昌!
百

-h. 
9匂・ヂマ...， -

五

頭

以

上

有

す

る

も

二"-ー=コーー-ー

三主

Cコ. 
のを

九
、
四
九
{
〕ロロ

計

昆

一
・
穴

昌
一
口

一口口

-一
三三ノ、

即
ち
、
馬
二
|
二
一
一
践
を
有
す
る
農
家
が
比
較
的
多
い
の
で
あ
っ
て
、
是
の
み
か
ら
云
へ
ば
調
寮
農
家
は
石
狩
支
臨
管
内
農
家
中
滴

々
高
い
経
済
的
位
置
を
占
め
て
居
る
者
な
の
で
あ
る
。

小
祭
生
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
聴
管
内
農
家
終
祭
調
査

一
六
九



小
祭
給
一
を
泡
じ
て
行
っ
た
石
狩
交
際
管
内
農
家
規
融
市
競
査

一
七

O
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四

表

馬

所

有

農

家
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す四
る頭
もを

ズ-lzi--=一一 i一三一 l旦 1の右

すヨ王
る顕

もを

I I の布

有六
す頭
る以

回 l !ー| 1=1 
も上
のを

頭馬

所
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牛
を
所
有
す
る
も
の
は
八
五
戸
、
即
ち
金
調
森
戸
数
の
二
問
・
五

%
b
L占
め
、
そ
の
割
合
は
金
管
内
の
二
、
四
三
四
戸
、

μよ
り
も
粉
々
多
い
が
、
飼
育
頭
数
は
三
六

O
頭
、
一
戸
平
均
四
e

二
頭
で
、
金
管
内
の
一
一
、

O
一
七
頭
、
一
戸
平
均
四
・
五
頭
に

比
す
れ
ば
拍
々
低
い
。
是
は
調
痛
の
内
に
同
管
内
に
多
い
主
音
農
を
含
ま
・
な
か
っ
た
故
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
故
に
耕
種
を
主
と

し
畜
産
を
加
味
す
る
一
般
農
家
が
よ
り
多
く
調
採
に
加
は
っ
た
と
と
に
な
る
と
忠
は
れ
る
。
戸
数
割
合
を
支
鹿
管
内
に
比
較
し
て

も
、
大
韓
近
似
敏
を
得
る
。

二
0
・三
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四
頭

有

す

る

も

ニ

頭

有

す

る

も

劃

額

以

上
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す

る

も

一

頭

有

す

る
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のを

のを

のを

のを

査
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朗

数有

小
準
金
を
遜
じ
て
行
っ
た
石
狩
交
際
管
内
農
家
妓
融
市
調
査

七



小
経
企
を
渇
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
娘
祭
調
査

七

H
M
K
於
て
見
れ
ば
、
そ
の
調
奈
農
家
数
は
極
め
て
砂
く
、
僅
巴
ニ
二
・
三
戸
に
一
戸
の
割
合
で
あ
り
、
其
割
合
は
地
方
に
依
て
著

し
く
異
る
が
〈
第
ニ
衰
え
調
寮
農
家
は
石
狩
支
鹿
管
内
の
農
家
の
平
均
よ
り
は
梢
々
経
済
的
地
位
の
高
い
程
度
の
も
O
で
あ
る
と
云

へ
ゃ
う
。
然
し
材
料
と
し
て
省
か
ざ
る
を
得
な
か
ヲ
た
不
明
・
無
記
入
等
は
恐
ら
く
共
答
が
消
極
的
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
考
へ

一
般
農
家
の
挟
柴
は
と
の
調
夜
の
結
果
よ
り
も
可
た
り
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
た
く
て
は
な
ら
・
な
い
だ
ら
う
。

る
か
ら
、

五

新

鮮
答
を
明
記
し
た
も
の
=
二
八
中
、
新
聞
を
購
読
す
る
も
の
一
六
問
、
即
ち
五
了
六
%
で
あ
っ
て
、
盛
り
一
五
問
、
即
ち
間
八
・

問
dm
は
購
読
し
な
い
。
般
に
無
記
入
の
も
の
二
九
左
購
読
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
も
購
讃
者
の
割
合
は
問
七
・
一
二
%
と
な
る
。
換
言
す

れ
ば
二
二
戸
に
一
戸
新
聞
購
読
者
を
持
つ
割
合
と
た
る
。
h
A

誌
を
昭
和
九
年
大
阪
府
下
農
村
十
二
ケ
村
に
於
け
る
農
家
生
活
欣
態
を

調
寂
し
た
際
の
敢
字
に
比
践
す
れ
ば
、
共
調
在
で
は
無
購
讃
教
が
五
九
・
六
%
を
占
め
て
居
て
、
購
読
者
は
問

0
・
問
%
に
す
ぎ
歩
、

石
狩
地
方
の
そ
れ
は
相
嘗
に
高
い
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
叉
昭
和
四
年
度
繭
岡
腕
農
合
調
査
の
農
村
賞
態
調
査
に
よ
る
も
、
新
聞

を
購
讃
す
る
者
は
、
都
合
附
近
の
最
も
経
済
的
に
恵
ま
れ
、
智
識
慾
も
高
い
所
で
す
ら
二
戸
今
に
一
戸
で
あ
る
。

購
読
新
聞
は
北
海
タ
イ
ム
ス
が
最
も
多
く
、
一
三

O
軒
即
ち
購
読
戸
数
の
七
九
・
一
ニ
，
%
を
占
め
、
北
が
小
樽
新
聞
二
五
軒
一
五
・
二

%
、
東
京
朝
日
の
六
軒
を
敷
へ
る
の
み
で
、
他
は
讃
資
新
聞
が
二
、
北
海
道
新
聞
・
種
苗
新
聞
・
組
合
新
聞
・
天
理
時
報
・
閤
策
新

聞
江
別
新
聞
・
報
知
新
聞
・
共
柴
新
聞
が
各
一
宛
解
答
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
夫
等
の
中
に
は
新
聞
と
名
付
け
ら
れ
て
も
賀
は

雑
誌
に
類
す
る
も
の
が
あ
る
。

購
讃
は
し
て
居
な
い
が
、
何
等
か
の
形
式
で
讃
む
も
の
は
間
三
あ
り
、
会
く
読
ま
ぬ
と
解
答
さ
れ
た
も
の
が
六

O
、
他
は
不
明
で

あ
る
。
鱗
讃
は
し
な
い
が
讃
む
も
の
の
内
で
は
借
り
て
讃
む
も
の
が
最
も
多
く
二
七
を
数
へ
、
次
が
近
所
で
讃
む
も
の
五
で
あ
る
。

共
他
諮
っ
て
貰
っ
た
り
必
要
の
時
買
の
J

た
り
、
古
新
聞
を
見
た
り
す
る
も
の
が
一

O
あ
る
。

向
ほ
農
閑
期
だ
け
購
寵
す
る
と
解
答
し
た
も
の
が
若
干
あ
っ
た
。
H
A

定
等
も
注
意
し
て
い

L
賭
だ
と
思
ふ
。
(
第
六
表
参
照
)

聞
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新

開

一一一一一一三昆 Eヨ £三=コー- cコ *- ノ"¥. -e プ守三昆 E耳五三ニュー4 町

千恵厚新蛍石江庚白堕藻手琴篠札

計
篠 村

歳庭問 別狩別烏石平岩稲似路幌
津

村村村村町町町村村町村村村村村
名

る明解

主主 も吉日;答
ーノ、ー- 主フ主"-ー... :h.. ~主主E主 ー区ーg ~区4司 z区=宮 矛匂 ーーー -ノ、~IZ!'Iョ ~ ごcユλ のせを

もす熔
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ム ðl~ヒ

型cコ 三五~、 三三 ノ、 一三三主 立主l IZ!'I h. .s>: ~、 -ー，匂 """ 去三 ーごエ r、 スイ海

新 /1、

孟 t ー|五 1-5-1 - 1内四 間稼

朝来

I - 1 - 1 日京

讃共 報江図 天組種
畿資 北官事 業

賢新 策新 知務新別策新
理合首
時新新

筆問者 新遣
間関 間関関 報開閉 f也、.、内d 、・ー、〆帽・4 間 一のざ勝

EEE耳 a :eヨ ノ1 チマ こ=コh. ア匂 ーニ一コ E耳 目司 _ cコ ""- 1/:耳 ヲ句
る競
もせ

も設内

豆 l四回 l昌ユュ己昌一三三昌--四 のむ

f 
の議倍
むり

毛=四|昌 Z ユ=昌一=一一旦 もて

の殻他

，.....ニ| |ー!一
むE庁
もで

をよ新古
貰廷でか 時必 共
ふヲ貿た 民要

む間 てふめ 」、の

Cコ l屯! -1-1 イ也
のま金

さ'"丘四六八占回=ー|二 .....1 同一
ぬ〈
も讃

穴
雑
誌
を
購
讃
す
る
者
は
明
答
を
得
た
る
一
二
一
一
五
戸
、
即
ち
調
査
戸
数
の
九
コ
了
七
%
の
中
二
七

O
戸
、
即
ち
八
コ
了
一

μ
で、

雑

誌

令一. 

小
準
金
を
諮
じ
て
行
っ
た
石
狩
文
臆
管
内
農
家
規
融
市
調
査

七



小
準
金
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
際
管
内
農
家
燥
雌
用
調
査

一
七
四

戸
に
一
戸
の
割
合
で
る
る
。
従
っ
て
購
讃
せ
ぬ
者
は
五
五
、
二
ハ
・
九
%
で
あ
っ
て
、
般
に
明
答
を
得
ざ
る
者
を
購
読
せ
ざ
る
者
と

看
倣
し
て
も
、
七
七
・
八
d
n
、
即
ち
了
三
戸
に
一
戸
の
購
讃
者
が
あ
る
の
で
あ
る
。
購
読
す
る
者
の
内
月
極
雑
誌
を
持
つ
者
は
一
間

九
戸
、
即
ち
五
五
・
二
%
で
残
は
時
々
、
若
く
は
古
雑
誌
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
月
極
謹
者
の
内
一
種
類
を
購
入
す
る
者
が
一
一
七

戸
、
七
八
・
五
%
、
二
種
と
る
も
の
が
二
三
戸
、
一
五
・
問
%
、
三
種
以
上
と
る
も
の
は
九
戸
に
過
ぎ
友
い
(
第
七
表
参
照
)
。
購
読
雑

誌
は
家
の
光
が
断
然
多
く
、
購
寵
す
る
も
の
一
二
五
に
達
し
、
月
極
請
者

?A'で
も
一
一
八
、
即
ち
一
一
極
を
購
誼
す
る
も
の
の
敢
に

相
官
す
る
。
是
に
観
く
も
の
は
キ
ン
グ
・
主
婦
の
友
・
婦
人
倶
薬
部
・
宮
士
・
講
談
倶
柴
部
等
で
あ
る
が
、
月
極
の
も
の
は
比
較
的

勘
く
、
キ
ン
グ
を
除
い
て
は
多
く
時
々
、
若
く
は
月
後
れ
と
し
て
購
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
向
ほ
少
年
少
女
雑
誌
を
牒
請
す
る
も

の
は
六
四
で
、
婦
人
雑
誌
の
六
三
で
之
に
次
ぐ
教
を
示
し
て
居
る
が
、
月
極
諌
者
は
砂
い
是
等
の
雑
誌
の
種
類
は
略
々
大
阪
府
の
傾

向
と
等
し
く
、
農
業
関
係
の
購
讃
者
の
砂
い
事
も
一
致
す
る
が
、
婦
人
雑
誌
の
教
は
彼
地
に
劣
る
。

第
七
表

雑
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江庚白墜深手琴篠ヰL 村
別島石卒岩稲似路腕
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町村村町村村村村村

も得羽

I!!lヨj;;jヨ一ごユ一""一zユ回Cコ一/、 z回~ :JtJ 
のた答
るを

る熔

-位4当2証量三 一一ー・ ー三ー三 ー=ユ・ =ノ、L 一-ー 主孟主L ー~・
も讃
のす

す競月

一一一一一一
もを極

ニユプマ Zヨ EコI!!l-ー三五フ句三三 のな購

も讃月一

一一 一
のす極種

Cコ位当主主デて三三ヨ玉三宮ヨ三三"" る勝を

も讃月二

=-.. ~ ~四一一回

のす種種
る鱗を

も讃月三

- =::. ~ 
のする購極主を重' 

す極上四
る勝を種

I 1-= 3官置月以
家
庇〉

ーニ主主九 l一四回 O 光 雑
キ
誌シ

田昌 E 六回口一六 グF
GI':> 

友主

.:=. = ~一五一穴回
婦種
之

倶婦 類

- -一一-=0"_ーロユ
祭
部人

f、
主意

箆 な

E E ~ー 士
る
も

ク議 の
ラ
、ノ

I - I $.  I 7.~;長
女少

一一 誌雑年少
~ノ'\. ::=. E. - Cコ
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計千恵厚新官石

歳庭問答村 別鈴
村村村 町町

三ごユ乏 三ミ昆主ーユ 区ヨ
ヨ込矛包J .35':. - Cコー-*" 
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一
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チミー | i 

一
一 一一豆急ヅ~ - ~ IZヨ E毛フ向

さま呂田 i穴革 Z

童三一九|ーー l

実| l回|

八一 l

sユA. I="，主|

今
購
読
雑
誌
名
を
購
買
種
類
別
に
皐
げ
て
置
く
と
弐
の
如
く
に
な
る
。

少 婦婦締主 大日議官キ家
雑

年 人人締 象談
倶 女倶 倶の倶 ンの 誌

祭 公然之 楽祭
名

部 論界都文 部向部士グ光

月

ノ、 ー-cコノ丸二三 Cコ区当主主 Zヨフ匂ノ、 極

時

一 一一一 IZ!ヨ J寺
一 Eコーーーノ'-ユ ーー・ =二 区ヨ ペヨ ーー・ フ旬

月
題

5昆 Cコ Cコ Eコーー Cコーー-cコ Z司- れ

::/~苔 子幼少諒日新幼小 !p
雑

海 fjc王子女本 年 女
選 ろ炉供感倶 誌

統 之之之少祭祭
名計箆 図宏文海年年部主主部
ー一

月

一一ー o cコ Cコ Cコ Cコ Cコー- IZヨ= 極

時

Eコ Eコ 園ーー ー圃喧 一輔副'---一=' 一='一=' 一=' 二出
月
選

Eコ Cコ Eコ Eコ Cコヱユー. cコーー主主 o れ

雑
林の業村潟 f毎
文 量生選 誌
行腕世更良 行

援政友究界喜企業議明年政 名

月

- - --- ~ーー ーー ーー・ ーー・ ー-ー =ー = 経

一
時

EコCコ Eコ Cコ o cコ Cコー-cコ Eコ Eコ Eコ 々

月
選

EコEコ Cコcコ Eコ Eコ Cコ CコEコ EコEコ Cコ れ

七議
書
の
種
類
及
び
冊
数
を
質
問
す
る
事
は
、
此
調
査
に
於
て
は
最
初
か
ら
無
理
だ
と
濠
恕
し
て
か
L

っ
た
が
果
し
て
其
通
り
だ
っ

讃

書

小
国
申
生
を
遁
じ
て
行
っ
た
石
狩
文
総
管
内
農
家
相
関
祭
調
査

一
七
五



小
懸
念
一
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
臨
管
内
農
家
娘
策
調
査

七
〆、

た
。
回
答
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
小
敢
な
上
に
?
中
に
は
雑
誌
を
本
の
内
に
加
へ
て
考
へ
た
も
の
も
砂
く
な
く
、
是
等
bz
省
く
と
材

料
と
し
て
用
ひ
得
る
も
の
は
極
め
て
勘
く
な
り
、
と
の
集
計
を
求
め
て
も
、
結
論
を
出
す
事
は
危
険
で
あ
る
。
唯
明
答
さ
れ
た
も
の

の
内
蔵
書
の
種
類
は
稿
々
明
瞭
で
、
小
説
が
最
も
多
く
、
衣
が
農
業
書
だ
が
、
此
二
者
が
断
然
多
い
の
は
、
此
一
一
考
を
例
示
し
た
た

め
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
ハ
第
八
表
参
照
三
購
入
量
も
雑
誌
と
書
籍
と
を
匪
別
し
な
か
っ
た
も
り
か
多
か
っ
た
外
に
、
或
者
は
冊
数

で
現
は
し
、
或
者
は
金
額
で
答
へ
、
そ
の
数
極
め
て
砂
い
上
に
各
数
字
聞
に
共
通
な
傾
向
を
見
出
す
事
は
困
難
だ
っ
た
。
是
は
主
と

し
て
質
問
書
の
不
備
に
蹄
す
べ
き
で
あ
る
。

第
八
表

蹴

書

の

種

類
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祭

1 r 1 - I 書士

修

- 1 1 |一一 1- 1 養

思
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街
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見

1 1 1-1--1= 意

議
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三正
三三君主L

斗ヨ
ー恒三2

ヂて

立さヨ

ー、』，ラ
デ
オ
受
信
機
を
有
す
る
も
の
は
三
問
、
約
一
O
%
に
過
ぎ
な
い
。

フ

ヂ

オ

n=二

高|

デマ -・

回 l

大
医
府
調
議
の
六
・
五
%
に
比
す
れ
ば
砂
い
と
は
云
へ
ぬ
が

全
く
聞
か
な
い
も
の
も
六
問
、
約
一
八
%
る
る
。
共
他
は
多
〈
撃
校
・
附
近
等
で
聞
く
の
で
る
る
。
受
信
機
は
鎖
石
の
も
の
が
砂
く

民
昼
管
を
用
ひ
る
も
の
が
多
く
六
七
%
に
建
し
て
居
る
の
は
そ
の
普
及
と
重
大
な
閥
係
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
ハ
第
九
表
〉
。
此
鹿
に

一
O
戸
ハ
内
真
空
管
七
、
鏡
石
三
)
が
ラ
ヂ
オ
を
有
し
て
居
る
事
で
あ
る
。
ラ
ヂ
オ
は
農

注
意
す
べ
き
は
、
農
外
戸
数
二
六
戸
中
、

家
と
は
縁
が
速
い
の
で
あ
る
。

銘
九
表
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ヂ
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る

も

の
計
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市
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管!正一

-フ

ナ
シ
と
明

記
せ
る
者一一
一昆八一五昌=一一回一一一
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石
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小
泉
生
を
認
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
艇
管
内
農
家
挟
祭
調
査
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小
準
金
を
渇
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
瞬
管
内
農
家
娘
柴
調
査
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九日
フ
ヂ
オ
に
比
し
て
蓄
一
面
目
棋
は
か
な
り
に
普
及
し
て
居
て
、
之
を
所
有
す
る
も
の
九

O
、
所
有
せ
・
?
と
明
答
し
た
も
の
二

O
二
で
あ

る
。
今
不
明
五
五
を
所
有
せ
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
二
五
・
九

μ、
即
ち
山
戸
に
一
戸
が
所
有
し
て
居
る
事
と
な
る
。
大
阪
府
の
三
、
二

間
六
戸
中
九
九
戸
、
即
ち
三
七
戸
に
一
蓋
に
比
す
れ
ば
驚
く
べ
き
普
及
で
あ
る
。
所
有
せ
ざ
る
も
の
も
、
全
く
聞
か
・
泣
い
も
の
は
三

O
戸
で
、
他
は
附
近
・
親
類
及
び
墜
校
等
で
聞
い
て
居
る
。
ラ
ヂ
オ
よ
り
蓄
音
機
の
普
及
し
て
居
る
原
因
は
解
ら
な
い
が
、
恐
ら
く

後
者
か
任
意
の
時
に
自
分
の
好
む
も
の
を
聞
か
れ
る
と
云
ふ
結
に
あ
る
の
で
、
時
間
も
費
用
も
盟
か
で
た
い
農
村
と
し
て
は
自
然
に

思
へ
る
。

所
有
レ
コ
ー
ド
の
内
最
も
普
及
し
て
居
る
の
は
浪
花
節
で
流
行
歌
之
に
つ
ぎ
、
琵
琶
・
童
謡
・
童
話
・
民
謡
・
万
才
等
之
に
決
ぐ
。

倫
ほ
洋
柴
・
現
代
劇
・
詩
吟
等
も
一
例
宛
教
へ
ら
れ
た
。

蓄

管

機
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農
外
戸
数
二
六
戸
市
中
蓄
音
機
b
L
有
す
る
者
は
九
戸
で
ラ
ヂ
オ
を
宿
す
る
者
よ
り
齢
い
。
又
農
家
と
農
業
以
外
の
者
と
の
聞
き
は
ラ

ヂ
太
棋
大
き
く
な
い
。

'"を l，....三三ノ、 i 

二 1 1 

i占=

|五五

蓄
音
機
・
ラ
ヂ
オ
を
併
せ
有
す
る
者
は
、
農
業
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
七
戸
で
、
ラ
ヂ
オ
乞
有
す
る
者
の
大
部
分
で
あ
る
が
、
農

家
に
於
て
は
一
二
戸
で
、
共
割
合
は
ラ
ヂ
オ
を
有
す
る
者
の
三
五
%
で
あ
る
。

一

口

娯

襲

用

具

娯
柴
用
具
の
種
類
に
就
い
て
は
、
共
範
圏
が
不
明
確
な
た
め
質
問
書
に
例
示
し
た
が
、
各
戸
所
臓
の
も
の
を
悉
く
拳
げ
さ
す
事
は

出
来
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
例
へ
ば
緯
・
ス
キ
ー
の
如
き
は
各
村
に
普
及
さ
れ
て
居
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
の
に
、
之
を
皐
げ
て
来
た

小
血
宇
品
位
を
摘
出
じ
て
行
づ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
娘
融
市
調
査

1品八

呂 II 

ーー三五

E昆
三昆 = 

宣言-Zユーー・ー

d=  

一
七
九



小
原
生
を
招
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
臨
管
内
農
家
娯
楽
調
査

l¥ 

O 

村
は
ニ
ケ
村
に
止
っ
た
。
故
に
各
科
に
平
均
し
て
多
い
も
の
の
み
を
と
っ
た
。
向
ほ
四
九
戸
の
無
記
入
が
あ
た
。
娯
柴
用
具
、
で
は
カ

ル
グ
が
最
大
の
二
一
八
、
所
有
明
記
戸
数
の
八
二
・
O
%
を
占
め
、
次
が
碁
盤
の
七
六
、
二
九
・
六
Mm
、
ト
ラ
ン
プ
の
九
七
O
、
二
六
・

七
%
、
将
棋
の
五
三
、
一
九
・
九
%
及
び
双
六
等
で
あ
る
。
カ
ル
タ
は
百
人
一
首
と
、
い
ろ
は
カ
ル
タ
と
意
味
が
異
ふ
が
、
と

L
で
は

雨
布
引
を
区
別
す
る
事
は
出
来
・
な
か
っ
た
門
第
十
一
表
U

。
全
く
之
を
有
せ
や
と
明
記
し
た
も
の
は
三
二
で
一
種
の
み
を
答
へ
た
も
の
が

三
二
、
二
額
七
六
、
ご
一
種
三
九
、
同
種
二
O
、
五
種
以
上
が
一
O
で
あ
る
。
(
第
十
二
表
)

柴

第
十
一
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此
外
に
蝿
隅
・
ス
キ
1

・
ス
ケ
ー
ト
・
家
族
合
せ
・
球
・
羽
子
板
・
輪
投
・
コ

F
ン
ト
グ
1

ム
・
腕
雀
等
あ
る
も
少
裁
に
し
て
、
分
布
も
備
し
て

居
る
の
で
省
略
し
た
。

第
十
二
表
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之
を
大
阪
府
の
調
査
に
見
る
に
ラ
ヂ
オ
・
蓄
音
機
と
共
に
娯
柴
用
具
を
有
す
る
も
の
は
三
、
二
四
六
世
帯
中
四
二
九
世
帯
、
即
ち

二
二
・
二
%
し
か
無
い
。
内
多
い
の
は
碁
盤
・
将
棋
盤
・
釣
具
等
で
あ
る
。
種
類
は
北
海
道
に
特
に
多
い
と
思
は
れ
る
カ
ル
ク
を
除

く
と
略
々
同
様
で
あ
る
。
但
し
そ
の
普
及
割
合
は
恭
盤
を
有
す
る
も
の
五

O
戸
、
一
一
・
六

dm
、
将
棋
を
有
す
る
も
の
一
一
一
五
戸
、
八
・

二
%
で
何
れ
も
石
狩
地
方
に
劣
る
の
で
あ
る
。

一一質
問
一

O
は
二
つ
の
問
題
、
即
ち
家
で
最
も
面
白
い
事
と
、
家
で
行
は
れ
る
集
合
の
種
類
が
同
時
に
質
問
さ
れ
、
解
仲
介
者
を
悩
ま

せ
た
ら
し
い
。
故
に
数
字
的
に
集
計
し
得
る
様
た
先
日
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
一
の
問
題
に
就
い
て
は
、
後
に
言
ふ
集
合
の
賑
か
さ

一
家
圏
礎
し
て
夕
食
の
食
卓
を
国
む
換
し
さ
、
友
人
と
の
遊
び
、
殊
に

E
月
の
カ
ル
グ
舎
を
事
げ
た
も
の
が
多
か
ワ
た
。

集

曾

の
外
に
、

小
原
生
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
奴
祭
調
査

/¥ 



小
祭
給
{
を
油
じ
て
行
ヲ
た
石
狩
支
路
管
内
農
家
制
決
策
調
査

i¥ 

親
類
や
隣
人
が
集
る
機
合
は
各
方
面
共
正
月
が
一
番
多
く
、
祭
・
金
等
が
是
に
次
ぐ
。
行
事
と
し
て
最
も
普
及
し
て
居
る
の
は
賀
行

組
合
の
相
談
合
で
、
多
く
は
月
一
回
行
は
れ
、
中
に
は
御
馳
走
が
出
る
所
も
あ
る
。
又
賀
行
組
合
で
家
族
慰
安
舎
を
行
ふ
所
も
る
る
。

村
の
家
庭
合
・
共
済
合
・
貯
金
A
W
等
と
云
は
れ
て
一
五
る
も
の
も
是
に
類
す
る
も
の
で
る
ら
う
。
無
謹
の
行
は
れ
て
居
る
所
は
是
も
集

合
の
理
由
で
あ
る
。
是
山
知
と
同
様
に
普
及
し
て
居
る
の
は
報
恩
講
ハ
治
講
・
大
師
講
等
と
答
へ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
)
で
、
年
一
度

集
合
を
行
ひ
御
馳
走
が
出
る
の
で
る
る
が
、
'
講
の
寄
合
の
行
は
れ
な
い
所
は
殆
ん
ど
た
い
。
共
他
隣
人
の
集
る
時
は
建
前
・
麗
根
葺
・

祝
儀
・
不
+
平
等
臨
時
の
も
の
を
除
い
て
田
植
・
用
水
祭
・
欣
穫
閥
・
籾
ス
リ
等
の
際
が
る
る
。

一一一農
村
に
於
け
る
休
日
の
種
類
と
、
度
数
・
日
数
等
を
知
る
の
が
質
問
一
二
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
是
に
は
満
足
な
解
答
を
得
た
者

が
齢
な
か
う
た
。
休
日
の
種
類
が
書
か
れ
で
も
、
時
と
日
教
が
書
か
れ
て
な
か
づ
た
り
、
時
と
日
教
が
出
て
居
て
も
、
そ
の
理
由
が

書
か
れ
て
な
か
っ
た
り
、
時
に
は
小
事
校
白
休
日
を
皐
げ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
故
に
此
集
計
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、
唯
傾
向
を
示
す

に
止
め
る
。 休

日

休
日
は
冬
期
・
雨
降
等
天
候
上
止
む
を
得
ざ
る
も
の
及
び
調
儀
・
不
幸
等
の
外
は
疋
月
・
春
秋
二
回
の
祭
ハ
春
祭
は
六
月
十
五
日

の
札
幌
一
岬
一
拡
大
祭
・
秋
祭
は
地
元
の
祉
の
祭
υ
、
盆
が
最
も
多
く
、
正
月
は
一
一
一
日
乃
至
一

O
目
、
祭
は
一
日
乃
至
二
目
、
設
が
一
日
乃

至
二
日
が
多
い
。
共
他
彼
岸
・
今
夏
至
等
が
皐
げ
ら
れ
る
。
特
に
重
要
な
の
は
運
動
舎
で
、
単
に
墜
校
だ
け
の
行
事
で
な
く
、
部
落

出
?
の
繋
し
い
一
日
で
る
る
ら
し
く
、
何
底
で
も
亙
月
・
祭
・
盆
と
共
に
重
要
な
休
日
に
た
っ
て
居
る
。
同
じ
も
の
に
賀
行
組
合
の
慰

安
合
で
あ
る
。
農
事
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て
は
悶
植
休
・
泥
落
し
等
が
比
較
的
普
及
し
て
居
る
。

今
参
考
の
た
め
二
種
調
提
訴
よ
り
得
た
管
内
の
年
中
行
事
を
拐
ぐ
れ
ば
戎
の
如
く
で
あ
る
。

各
緩
図
錘
総
合
・
小
感
杭
税
関
窓
曾
・
各
閤
鐙
新
年
宴

hw-
慰
安
合
等
が
行
は
れ
る
。

会
〈
娘
融
市
的
な
催
し
は
な
い
。

一一一
月月



七六五四三八九
ー
十

月
十

一

月

十

二

月 月

小
事
校
卒
業
式
・
同
窓
合
・
皐
箆
舎
が
あ
り
早
い
1

所
で
は
春
祭
が
あ
る
。
節
勾
・
彼
岸
等
従
来
の
仕
来
り
に
従
ふ
家
も
多
い
。

春
脱
却
・
敬
老
曾
が
行
は
れ
て
居
る
。
農
舎
認
念
日
を
利
用
し
て
、
演
答
品
切
等
を
依
す
時
間
も
あ
る
。

森
島
知
の
早
い
時
間
で
は
運
動
舎
が
あ
る
。
節
勾
・
花
見
。

札
幌
紳
祉
大
祭
・
運
動
舎
が
諸
島
に
行
は
る
。

特
に
運
動
合
が
盛
ん
で
あ
る
。
一
般
に
農
業
が
一
段
落
を
告
げ
る
の
で
、
宇
夏
至
・
泥
落
し
等
の
骨
体
み
が
行
は
れ
る
。
易
摩
松
山

行
等
催
さ
れ
る
。

七
夕
凪
M

e

同
窓
曾
・
盆
休
・
納
涼
曾
挙
が
あ
る
。

秋
祭
ハ
本
祭
V

が
庭
・
々
に
行
は
れ
る
。

秋
祭
が
あ
る
。
仕
事
が
一
段
落
な
た
必
演
察
合
・
宣
俸
快
音
合
・
品
評
bw等
が
拙
脱
さ
れ
る
。

報
思
議
。

義
士
誘
・
入
除
除
兵
獄
迎
晶
宵
等
が
行
は
れ
て
居
る
。

月月月H 月月

是
等
の
行
事
に
行
は
れ
る
も
の
と
し
て
は
、

正
月
主
と
し
て
家
庭
内
の
遊
戯
が
多
く
、
百
人
一
首
を
最
と
し
、
園
碁
・
将
棋
・
ト
ラ
ン
プ
・
費
引
・
花
札
等
が
行
は
れ

て
居
る
。
食
物
と
し
て
は
餅
・
密
柑
の
外
特
別
な
ら
の
は
な
い
。
千
歳
・
厚
同
等
の
産
地
で
は
鮭
は
続
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と

祭盆(三)
な
っ
て
居
る
。
催
物
と
し
て
は
眼
誌
・
角
カ
・
手
踊
・
芝
居
・
浪
花
節
等
が
行
は
れ
、
又
銃
剣
術
・
創
術
の
試
合
等
も
行
は
れ
る
。

芝
居
・
浪
花
節
等
は
青
年
圏
員
が
行
ふ
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
祭
鵡
を
目
営
の
田
舎
廻
り
の
護
人
を
雇
ふ
。
食
物
と
し
て
は

甘
酒
・
餅
・
す
し
・
赤
飯
・
沿
は
ぎ
等
が
多
い
。

催
物
と
し
て
は
盆
踊
り
が
主
で
あ
る
。
食
物
と
し
て
は
赤
飯
・
素
麺
等
で
あ
る
。

行

事

E
Rと
盆
と
祭
と
ど
れ
が
一
番
柴
し
み
か
、
と
一
五
ふ
質
問
に
、

一
八
三

一
つ
だ
け
を
選
ん
だ
も
の
は
砂
た
か
づ
た
。
放
に
順
位
に
か
L

は

小
康
生
を
沼
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
臆
管
内
農
家
娘
祭
調
査



小
泉
生
を
通
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
佐
官
内
農
家
娯
融
市
調
査

一
八
四

ら
や
柴
L
い
と
答
へ
た
も
の
な
集
計
す
る
占
、
正
月
が
長
も
多
く
二
九
九
に
濯
し
、
祭
が
之
に
つ
ぎ
一
三
四
ハ
一
番
に
選
ん
だ
者
が

四
三
〉
、
盆
が
一
番
不
人
集
で
九
三
ハ
一
番
に
選
ん
だ
者
四
)
で
あ
っ
た
。
正
月
が
最
も
選
ば
れ
た
の
は
、
此
調
査
が
十
二
月
中
に
行

は
れ
、
児
童
の
期
待
が
最
も
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
も
思
は
れ
る
が
、
そ
の
理
由
か
ら
見
て
、
必
や
し
も
そ
う
ば
か
り
と
は
言
へ
な

い
。
然
し
中
に
は
農
村
が
不
況
な
の
で

E
月
等
は
面
白
く
な
い
と
答
へ
た
者
も
二
、
三
-b
り
、
調
す
賞
者
を
暗
然
と
さ
せ
た
も
の
も
る

っ
た
。正
月
で
柴
し
み
な
も
の
は
カ
ル
グ
取
り
が
尻
駅
も
多
く
、
各
村
に
普
及
し
ゆ
っ
く
り
と
遊
べ
る
と
答
へ
た
も
の
及
び
ス
キ
ー
が
是
に

つ
ぎ
、
そ
の
他
ト
ラ
ン
プ
・
双
六
・
凧
揚
・
札
幌
行
等
が
多
く
、
餅
が
喰
へ
る
、
年
を
と
る
の
が
う
れ
し
い
等
と
無
邪
舗
な
の
が
あ

る
。
ゆ
っ
く
り
遊
べ
る
、
と
一
五
ふ
項
に
は
、
色
々
な
表
現
が
あ
る
が
、
比
較
的
長
い
休
み
を
、
落
付
い
た
気
持
で
遊
べ
る
と
云
ふ
事

が
中
心
で
る
る
。
盆
は
忙
し
く
て
、
仕
事
が
す
ん
で
か
ら
遊
ぶ
と
か
、
祭
は
短
か
す
ぎ
る
と
か
云
ふ
答
を
見
る
時
に
、
ゆ
っ
く
り
遊

べ
る
正
月
が
、
農
家
の
子
弟
に
採
っ
て
ど
ん
な
に
柴
し
い
事
か
了
解
さ
れ
る
。

向
ほ
古
木
容
中
に
は
、
他
慮
に
行
っ
て
居
る
兄
姉
の
師
宅
を
待
つ
喜
び
を
の
べ
た
も
の
も
相
営
に
あ
っ
た
。

第
十
一
一
一
表

五
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八

庚

島

村

九

江

別

町

一O
石

狩

町

一
一
蛍
別
町

三
新
篠
津
村

一
星
厚
悶
村

一
回
窓
廃
材

一
五
千
歳
村

計

一一
一一回一回

①

天一六六一宍一口
『完九

一 } 一一一一-Eコ矛匂エ::-. IZョcコーーー- IZヨヨ三

ー--f; 一一一一
回一-一

区ヨ空間四足!

|回ユユユーーーヲ勺三二

宍33.. a ニ|ュ

一区司 主主 IZEI

三 一一-1 1ー

o 

-F、区司

Z主一一

三 l
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宗 l

ノ、

賞

A

B

七

、

取

稽

し

L
U

・
年
始
廻
り
・
買
初
・
香
初
・
暗
衣
が
滑
ら
れ
る
・
侠
賓
が
目
A
ら
れ
る
・
幅
引
等
の
祭
し
さ

を
接
げ
た
も
の
が
問
、
蹴
後
・
蓄
音
機
・
縫
遊
び
・
五
回
双
ぺ
・
駒
市
棋
・
恭
等
が
出
来
る
こ
と
、
雑
誌
が
よ
め
る
等
の
祭
し
み
を
穆
げ
た
も
の

が
あ
る
。

①
外
に

E
月
が
二
番
に
上
し
と
答
へ
た
も
の
三
あ
り
。

外
に
小
選
や
年
玉
を

、
』
F

」

'
P
』
、
.

祭
で
は
芝
居
と
映
番
が
最
高
を
占
め
、
角
力
之
に
亙
ぐ
。
之
に
も
小
遣
を
も
ら
へ
る
と
か
、
自
由
に
遊
べ
る
と
か
、
御
馳
走
が
あ

る
と
か
無
邪
策
な
も
の
が
多
い
。

第
十
四
表

主主
小

ま王 IZヨ互主 町

務手琴篠キL

村
岩稲似路幌

村村村村村
名

ゆ!の容と祭が

三ゴ
たp

心答hた者t与f書3祭が内

もとー

4κ明""・

居

決

i九一三三回 禽

角

i四一 iニ カ
も/1、
ら遺
-'、を

選良
ぷ肉

lュ 1- 1::' 

御

i一一|
E也
定

見
世
物

像

輿

参紳

務量上

踊
ー|

-4
祭
生
を
遜
じ
て
行
っ
た
石
狩
文
底
的
同
内
農
家
奴
柴
調
査

一
八
五



小
泉
生
を
渇
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
阪
管
内
農
家
娘
融
市
調
査

一
八
六

一一一一一一
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千恵厚新常お江民自主要

音f
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津

村村村村町町町村村町
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豆 l|回草六一| l四
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九一回 I 1 - 1 
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四 11 -1 

其
他
、
底
・
神
奥
・
剣
舞
・
宮
内
才
・
訪
問
・
花
火
・
見
物
、
只
何
と
な
く
然
し
い
、
等
と
答
へ
た
も
の
が
若
干
あ
る
。

盆
で
は
盆
踊
が
鹿
倒
的
に
多
く
花
火
が
之
に
つ
ぐ
。
共
他
海
水
浴
と
か
町
へ
行
く
と
か
墓
参
等
が
比
較
的
多
い
。

第
十
五
表

金

4ヒー プ'< "玉'"事 s. ヱユ ー・・ 町

自主要 E転手琴篠キL

村
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もと盆
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千惑厚新首石江成

計
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村村村村田f町町村
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巴五三一 i

三=7ミ l
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六 l i I 

内| = 

思!ー II I 

I I 

~ 

E是
苗

御
脱
走
等
油
あ
る

一国家
族
の
趣
味
に
謝
し
て
は
、
各
個
に
記
入
す
る
様
依
頼
し
た
に
か
L
は
ら
歩
、
家
族
企
障
が
何
々
を
好
む
と
書
い
た
も
の
が
二
一

件
あ
っ
た
。
是
等
は
省
略
に
従
ひ
、
個
人
別
解
答
を
得
た
も
の
二
九
五
戸
に
つ
き
集
計
を
行
っ
た
。
然
し
児
童
等
に
は
趣
味
と
云
ふ

言
葉
の
意
味
が
徹
底
じ
重
ね
た
ら
し
く
、
答
へ
ら
れ
た
も
の
は
「
各
個
の
好
む
も
の
」
を
意
味
し
た
。
故
に
報
告
さ
れ
た
趣
味
の
種

類
の
内
自
ら
是
を
行
ふ
の
か
、
又
は
鑑
賞
す
る
の
か
解
ら
な
い
も
D
が
多
か
っ
た
。
又
此
集
計
に
営
っ
て
家
族
の
年
齢
を
聞
か
た
か

っ
た
事
は
結
果
を
非
常
に
不
明
確
な
ら
し
め
た
。

浪
花
節

角

カ

芝

居

侠

歯 趣

味

父

二
八
一
芝
居

歪
一
浪
花
節

三

一

快

積

一
一
占
一
蓄
音
機

一
口
一
浪
花
節

一

一

完

一

映

脅

囲

内

一

カ

ル

タ

夜

一
一
九
一
欧
諸
三
一
一
際
禽

ュ
ニ
(
棚
一

M
m噌
)
玉
音
機

一
七
一
芝
居
一
六
一
運
動
盛
田

ノ、 ノ、 車当主フ句 ー--，
芝蓄漣カ
普動ル
属機舎 9

取

天き里 g

蓄歌カ映
普7L-
機諮 9 禽
取

妹

母

姉

弟

兄

小
準
金
一
を
遡
じ
て
行
っ
た
石
狩
文
民
管
内
農
家
銀
融
市
調
査

晶
一
寺
参
り

四
一
浪
花
節

一
八
七

母-
Zヨノ、""ユ



小
鳳
車
生
を
渇
じ
て
行
ヲ
た
石
狩
交
際
管
内
農
家
繰
策
調
査

菩
一
音
機

碁将

棋
ラ
ヂ
オ

遜
動
含

カ
ル
タ
取

叙

諮

尚

昆

山

歌

謡

恥

別

加

草

野

球

4
V
参
リ

競

馬

誠

容
骨
骨
他
講
話
・
梁

馬
・
尺
八
・
料
趨

俳
句
・
膝
行
・
釣

諸
幽
・
水
泳
・
柔

道
・
詩
吟
・
潟
才

踊
・
給
等
あ
り
。 一

八
一
運
動
舎

一
六
一
欧
諸

一
六
一
ラ
ヂ
オ

一回一筋
八
一
議
凄

単
一
裁
縫

五

一

盆

踊

忠
一
寺
参
り

五
一
カ
ル
タ
取

回
一
料
理

島
一

"
"
7
e
A

・E
r
司
V

E

一
手

E.HV右

四
一
角
力

回一正一

其
他
潟
才
・
御

詠
歌
・
お
話
・
接

事
曾
等
あ
り
。

2~ E..三 区ヨヨヨヰ$.フ匂フ句 ヅ"/、 区宝章 =ユ

等釣 7札，:!fJ"主主登誠柔恭ラ水勝点ト角盆野浪叙芝

あEぷiA撃他 ヂ ヲ 花
り。球キ舞晶謡 ~II 議道 オ泳紋球子力踊球節遊底

ム1ニ徒動

員長21k守昌四五昆布占品八九九 5三百宗宗
積

書
カ
ル
タ
取

蓄
普
機

筋相
描
勤
合

ト
ラ
ン
プ

手

謀

等馬野ラ其
あ・球ヂ他
り若者・オ
。岨卓.浪
で?球普花
J 九祭節
キ寄に.. 一

昌
一
野
球

ご
一
一
角
力

一
一
一
ト
ラ
ン
プ

八
一
芝
居

六
一
ラ
ヂ
オ

五
一
ス
キ
ー

昌
一
水
泳

双

六
其
他
国
情
遊
び
・

遊
戯
・
叙
道
・
柔

道
・
魚
掬
ひ
・
乗

馬
・
唱
歌
・
将
棋

読
書
・
踊
・
話

浪
花
節
・
登
山
・

射
撃
等
あ
り
。

三三宮司区ヨ温三三五亘書"玉三"'"

議おト鳴侠ラ
手ラ ヂ
替玉ン欧諸オ

フ

其
他
遊
戯
・
人

形
遊
び
・
極
遊

び
・
手
議
・
オ
ハ

ジ
キ
等
あ
り
。

4
1
1
 

』・
'
'
S
F

九
一
叙

八
一
映

単
一
券
四一回一三一

議選

二三 五三主 ξ三主

警
普
機

其
他
読
書
・
釣

和
歌
・
野
球
・
勝

棋
・
踊
・
蓄
音
機

等
あ
り
。

骨
骨
他
叙
遺
・
和

歌
・
角
力
・
踊
・

讃
蛍
?
養
鶏
等

あ
り
。

則
ち
高
年
齢
の
男
子
に
は
浪
花
節
が
最
も
多
く
、
高
年
齢
の
女
子
に
は
芝
居
が
魅
力
で
る
る
。
青
年
に
は
映
茜
が
何
よ
り
の
難
し
み

で
あ
り
、
児
童
に
は
カ
ル
タ
取
が
一
番
面
白
い
。
此
の
傾
向
は
大
庇
府
に
於
け
る
調
査
に
於
て
も
略
々
同
じ
で
あ
る
。
本
調
査
に
於
て

は
之
を
年
齢
階
離
で
分
け
て
居
る
が
、
今
比
較
に
便
す
る
た
め
三
十
一
歳
よ
り
五
十
五
歳
迄
の
男
を
父
、
十
五
歳
よ
り
三
十
歳
定
の
見

そ
兄
、
一
ニ
十
一
歳
よ
り
五
十
五
歳
起
の
女
を
母
、
十
五
歳
よ
り
一
一
一
十
歳
迄
の
女
を
姉
、
五
十
六
歳
以
上
の
見
女
を
祖
父
母
と
仮
定
す
る
。



兄f!J:父
喫
煙
及
び
歓
酒

一玄煙
車
を
喫
む
者
は
父
に
於
て
最
も
多
く
一
六
六
人
を
数
へ
、
兄
の
五
二
人
、
祖
父
の
一
八
人
是
に
弐
ぐ
。
共
他
祖
母
・
伯
父
母
・

母
等
を
奉
げ
得
る
も
極
め
て
砂
い
。
喫
む
者
を
有
す
る
家
は
一
一
一

O
、
即
ち
六

0
・
五
d
m
で
全
戸
喫
む
者
の
な
い
家
は
九
二
に
過

ぎ
ぬ
。
父
・
兄
・
祖
父
等
の
内
何
割
か
之
れ
を
喫
む
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
円
余
践
の
調
高
を
快
い
た
た
め
に
に
知
る
事
は
出
来
、
な
か
っ

た。
第
十
六
表
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小
岨
申
生
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濁
じ
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行
っ
た
石
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支
際
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内
農
家
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決
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調
査
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刻

み

煙
草
の
種
類
は
明
記
さ
れ
た
も
の
二
三
六
人
に
就
き
見
れ
ば
弐
の
如
く
で
る
る
。

媛

草

品

官

煙

草

-
9

パ

ツ

、

ト

一

一

「し
hい
一

一

二

五

人

一

即
ち
刻
み
煙
草
で
は
「
は
ぎ
」
が
絶
封
多
数
を
占
め
、
「
な
で
し
と
」
「
あ
や
め
」
之
れ
に
弐
ぐ
も
比
較
す
る
に
足
ら
や
、
巻
煙
率

で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
パ
ッ
ト
が
絶
封
多
数
を
占
め
、
其
他
は
比
較
に
な
ら
ぬ
。
而
も
巻
煙
草
は
比
較
的
若
い
人
に
多
く
、
刻
み
は
老
人

に
多
い
と
と
は
弐
の
数
字
に
依
て
察
せ
ら
れ
る
。

は

で

し

き「

な

〉
』

布陣

暁

一
朝

五
人
一

「ー-園田-，--.
兄

以

外
兄
の

も

の

一一一一一Lー

0-
l一一一一一|一一|

刻
み
煙
草
の
み
を
用
ふ
る
も
の

あ

O 
七
人

機

め

計

宇

自

二
人

ム|土|

計

光

巻
煙
草
の
み
を
用
ふ
る
も
の

四一
八七
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爾

者

を

併

用

せ

る

も

の

九一



泊
費
量
を
明
記
し
た
も
の
一
七
一
例
に
つ
い
て
そ
の
一
人
の
消
費
量
を
見
れ
ば
、
刻
み
草
煙
一
ヶ
月
に
就
き
四

0
・
匁
包

0
・
五
個
以
下

0

・
五

倒

鏑

-
五
個

一一

側

ニ
個
以
上

計

O 

'" 

四

九

五
四

一
六

二

O

即
ち
一
ヶ
月
一
個
の
も
O
最
も
多
く
、
二
個
の
も
の
之
に
次
ぐ
。

巻
煙
草
一
人
の
泊
費
量
は

時

l¥ 

四

一
日
二
個
以
三

計

r 

}
一
一
日
に
-
個

二
個
に
-
司

日

倒

一
日
一
・
五
個

即
ち
一
日
一
個
の
も
の
が
最
も
多
い
。

酒
を
噌
む
も
の
は
同
様
父
に
於
て
最
も
多
く
一
六
七
人
を
数
へ
、
祖
父
の
一
六
人
、
兄
の
一
二
人
之
れ
に
次
ぐ
。
酒
を
暗
む
者
を

有
す
る
家
は
一
九

O
戸
で
全
戸
暗
ま
ね
家
は
一

O
六
戸
、
即
ち
煙
車
程
普
及
し
て
居
な
い
犠
で
あ
る
。
父
の
内
酒
・
煙
車
問
者
を
暗

む
も
の
は
九
七
人
で
あ
る
。

第
十
七
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酒
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小
準
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っ
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石
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支
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内
農
家
娘
融
市
調
査
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小
盟
申
晶
且
を
趨
じ
て
行
っ
た
石
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支
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管
内
農
家
娯
祭
調
査
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酒
を
噌
む
者
の
内
是
れ
を
毎
日
常
用
す
る
者
は
五
四
人
約
二
六
dw
に
過
ぎ
や
他
は
時
々
、
若
く
は
交
際
の
時
に
飲
む
位
に
過
ぎ
な

い
。
即
ち
不
明
二
ハ
を
除
い
た
一
八
九
人
の
内
龍
は

一
交
際
の
時
用
ふ
る
も
の一

六
人

稀

に

飲

む

更
に
毎
日
用
ひ
る
者
に
つ
き
そ
の
用
量
の
内
課
を
示
す
と

即
ち
一
合
が
最
も
多
く
、

(完)

五

勺

支|位

合

一
ー
ー
一
一
杯
は
之
れ
に
弐
ぐ
。

他
市
町
村
部
落
と
の
往
来

も

の

合

時

々

飲

む

も

の

毎

日

飲

む
不

も

五
四
人
」園田」田J

の

明二人



質
問
第
十
五
の
目
的
は
、
農
家
が
娯
柴
の
た
め
ど
の
位
他
町
村
と
往
復
す
る
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
殆
ん
ど
満
足
た
解
答

を
得
な
か
っ
た
。
故
に
集
計
は
止
め
て
唯
感
想
の
み
に
止
め
る
。

他
部
落
と
の
往
来
は
臨
時
の
不
幸
・
出
産
・
嫁
入
・
入
替
・
建
前
等
の
腕
儀
を
除
い
て
正
月
の
年
始
・
祭
の
招
待
が
最
も
多
く
、

盆
・
報
恩
講
等
是
れ
に
次
ぐ
。
往
復
は
何
れ
も
極
内
端
の
も
の
に
限
ら
れ
て
居
る
。
回
数
は
家
毎
に
異
る
が
、
是
れ
は
主
と
し
て
親

類
・
知
人
等
の
敢
に
依
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
娯
柴
左
求
め
て
附
近
の
市
町
村
を
利
用
す
る
官
曹
は
比
較
的
勘
い
。
札
幌
市
に
隣
接
す

る
町
村
で
は
、
札
幌
へ
出
か
け
る
も
の
が
多
い
が
、
多
く
は
正
月
・
札
幌
祭
・
盆
等
に
限
ら
れ
、
平
時
に
出
か
け
る
例
は
極
め
て
齢

・
な
か
っ
た
。
札
脇
市
に
直
接
隣
接
さ
ざ
る
町
村
で
は
、
娯
柴
を
附
近
の
市
街
に
求
め
る
者
が
多
い
が
、
そ
の
度
教
は
札
幌
市
隣
接
町

村
が
札
幌
に
求
め
る
よ
り
多
い
様
に
思
は
れ
た
。
材
料
が
齢
か
っ
た
の
で
、
娯
柴
を
町
や
市
に
求
め
る
度
数
と
交
通
の
便
否
に
就
い

て
は
之
れ
を
知
る
事
が
出
来
-
な
か
っ
た
。

総

括

調
査
方
法
に
就
い
て

此
調
査
に
選
ば
れ
た
方
法
、
即
ち
農
村
小
皐
校
児
童
に
一
定
の
質
問
書
を
護
し
、
共
解
答
を
集
計
す
る
方
法
は
、
小
聞
学
校
が
農
村

文
化
の
中
心
で
る
り
、
且
つ
各
家
庭
の
飴
暇
生
活
に
喰
込
ん
で
居
る
事
の
最
も
債
い
結
で
、
農
家
娯
柴
調
本
刊
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
農
家
娯
楽
は
農
家
の
飴
暇
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
最
も
是
れ
を
数
量
化
す
事
は
困
難
な
も
の
な
の
で

児
童
の
明
答
を
得
る
様
な
簡
皐
な
共
瞳
的
な
事
項
の
み
で
は
満
足
す
る
事
が
出
来
な
い
。
児
童
の
解
答
に
生
集
と
意
義
と
を
興
へ
る

も
の
は
、
各
家
庭
の
解
答
で
、
調
夜
は
結
局
児
童
を
通
じ
て
各
家
庭
の
飴
暇
生
活
b
L
表
現
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
岬
却
し
児
童
を

通
じ
て
知
り
得
る
一
撃
は
結
局
農
家
娯
楽
の
一
部
白
雨
も
表
現
し
易
い
事
項
に
限
ら
れ
て
居
る
。

以
上
の
調
査
は
農
家
を
中
心
と
し
て
行
ふ
も
の
で
る
る
が
、
是
れ
を
楠
ふ
も
の
と
し
て
、
部
落
と
し
て
の
生
活
を
も
理
解
し
な
く

小
翠
生
を
認
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
隠
管
内
農
家
媒
祭
調
査

一
九
三



小
事
生
を
渇
じ
て
行
っ
た
石
狩
支
出
隠
脇
田
内
農
家
娘
祭
調
査

一
九
四

て
は
た
ら
ね
.
是
れ
は
最
早
各
家
庭
の
解
答
で
は
知
り
得
た
い
、
若
く
は
之
れ
を
過
や
る
時
は
極
め
て
無
駄
の
多
い
事
項
で
あ
る
で

あ
る
。
故
に
質
問
事
項
も
右
の
事
情
に
基
い
て
分
類
し
組
立
て
ら
れ
ね
ば
友
ら
な
い
。
簡
阜
な
児
童
で
も
答
へ
得
る
事
項
若
く
は
児

童
の
主
観
を
傘
重
す
べ
き
事
項
は
児
童
に
質
問
す
べ
く
、
簡
皐
明
瞭
に
誤
解
の
な
い
質
問
を
答
へ
易
い
形
式
で
出
さ
ね
ば
な
ら
向
。

各
家
庭
へ
の
質
問
は
、
児
童
に
封
す
る
も
の
よ
り
も
複
雑
で
、
児
童
の
常
識
に
た
い
も
の
に
向
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
が
、
矢
張
り

数
量
化
し
得
る
型
に
於
て
簡
嵐
・
明
瞭
に
提
出
さ
れ
ね
ば
た
ら
歩
、
不
必
要
に
立
入
っ
た
質
問
は
控
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
調
査
で
は
此
雨
者
が
共
に
周
び
ら
れ
た
が
簡
単
明
瞭
と
云
ふ
賭
と
、
数
量
化
し
得
る
と
一
広
ふ
酷
で
批
判
さ
る
べ
き
質
問
事
項
多

く
、
且
つ
生
活
を
全
的
に
把
握
す
る
た
め
に
重
要
友
る
質
問
事
項
中
、
農
家
娯
壊
に
依
け
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
(
捌
J

職
戦
咽
掛
腕

L
P
時
…
嶋
一
十
一
切
…
阪
-
僻
鞠
.
)
蓋
し
各
家
庭
の
娯
警
告
出
を
知
ら
う
と
す
れ
ば
、
共
家
庭
の
経
済
的
・
枇
舎
的
地
位
・
家
族
の
年
齢
・
教

養
等
は
何
れ
も
そ
れ
に
深
い
閥
係
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

家
庭
別
の
調
査
と
相
並
ん
で
部
落
の
生
活
、
例
へ
ば
部
落
の
年
中
行
事
・
農
事
暦
・
娯
柴
設
備
等
に
閲
し
て
も
充
分
・
な
る
理
解
を

必
要
と
す
る
が
、
是
れ
に
は
貴
地
調
査
を
長
良
と
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
調
査
を
依
頼
し
た
鼠
一
段
に
そ
の
解
答
乞
依
額
す
る
を
可
と
す
る
。

本
調
蒼
は
此
鮪
に
も
注
意
し
た
が
、
質
問
の
方
向
を
挟
ま
っ
た
が
た
め
に
満
足
す
べ
き
資
料
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
既
越
の
通
り

で
あ
る
。
故
に
調
夜
の
結
果
を
良
好
た
ら
し
む
る
た
め
に
は
島
一
致
首
局
、
殊
に
調
夜
捨
首
教
師
〈
本
調
査
に
就
い
て
は
校
長
、
若
く

は
第
六
墜
年
受
持
訓
導
〉
に
調
査
の
目
的
及
び
意
義
を
質
問
の
各
項
目
に
迄
亙
っ
て
一
々
理
解
し
、
同
情
を
以
て
援
助
し
て
貰
ふ
と

と
で
あ
る
。
本
調
夜
に
は
是
れ
に
闘
し
で
も
手
落
が
る
っ
た
。
然
し
と
う
し
た
賠
に
満
足
を
得
れ
ば
本
調
査
の
如
き
方
法
は
、
首
面

の
目
的
に
釘
し
誤
っ
た
方
法
で
は
な
い
と
忠
ふ
。

調
在
の
結
果
は
種
々
の
棋
賠
が
あ
っ
た
に
か
L
は
ら
歩
、
目
的
と
す
る
札
幌
市
を
中
心
と
す
る
農
家
の
娯
楽
生
活
の
一
般
を
知
り

如
何
た
と
思
ふ
。
共
一
々
々
に
就
い
て
は
各
項
に
詳
述
し
た
の
で
重
複
を
さ
け
た
い
。


